
平成™�年š月š˜日 月曜日 (号外特第�号)官 報
hllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllli

jmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmk

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

６

産
業
振
興
促
進
計
画
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
措
置
の

創
設

^

産
業
振
興
促
進
計
画
の
認
定

奄
美
群
島
市
町
村
は
、
振
興
開
発
計
画
に
即
し

て
、
当
該
奄
美
群
島
市
町
村
の
区
域
の
特
性
に
応

じ
た
産
業
の
振
興
を
促
進
す
る
た
め
の
計
画
を
作

成
し
、
主
務
大
臣
の
認
定
を
申
請
す
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
一
条
関
係
）

_

通
訳
案
内
士
法
の
特
例
等

産
業
振
興
促
進
計
画
に
つ
い
て
、
主
務
大
臣
の

認
定
を
受
け
た
と
き
は
、
通
訳
案
内
士
法
の
特
例

等
の
適
用
が
あ
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
七
条
〜
第

二
一
条
関
係
）

７

配
慮
規
定

妊
婦
の
島
外
へ
の
通
院
等
に
関
す
る
支
援
、
介
護

給
付
等
対
象
サ
ー
ビ
ス
等
の
確
保
等
、
防
災
対
策
の

推
進
、
自
然
環
境
の
保
全
及
び
再
生
並
び
に
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
利
用
の
推
進
等
に
つ
い
て
の
配

慮
規
定
等
を
追
加
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
二
二
条
〜

第
二
四
条
、第
二
七
条
、第
二
八
条
及
び
第
三
〇
条
〜

第
三
六
条
関
係
）

８

主
務
大
臣
の
追
加

主
務
大
臣
に
つ
い
て
、
従
来
の
国
土
交
通
大
臣
、

総
務
大
臣
及
び
農
林
水
産
大
臣
の
ほ
か
、
文
部
科
学

大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
及
び
環
境

大
臣
を
追
加
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
五
九
条
関
係
）

９

奄
美
群
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法
の
有
効
期
限
を

五
年
間
延
長
す
る
こ
と
と
し
た
。（
附
則
第
一
項
関

係
）

二

小
笠
原
諸
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
関

係１

目
的
の
改
正

小
笠
原
諸
島
に
お
け
る
定
住
の
促
進
を
図
る
こ
と

を
追
加
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
条
関
係
）

２

基
本
理
念
及
び
責
務
の
創
設

小
笠
原
諸
島
の
振
興
開
発
に
関
し
、
基
本
理
念
を

定
め
、
並
び
に
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
責
務
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
二
条
及
び
第
三
条
関

係
）

３

小
笠
原
諸
島
振
興
開
発
基
本
方
針

小
笠
原
諸
島
振
興
開
発
基
本
方
針
に
定
め
る
事
項

を
追
加
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
五
条
関
係
）

４

小
笠
原
諸
島
振
興
開
発
計
画

小
笠
原
諸
島
振
興
開
発
計
画
に
定
め
る
事
項
に
つ

い
て
、
３
の
小
笠
原
諸
島
振
興
開
発
基
本
方
針
の
改

正
に
準
じ
た
改
正
を
行
う
と
と
も
に
、
例
示
化
す
る

こ
と
と
し
た
。（
第
六
条
関
係
）

５

産
業
振
興
促
進
計
画
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
措
置
の

創
設

^

産
業
振
興
促
進
計
画
の
認
定

小
笠
原
村
は
、
振
興
開
発
計
画
に
即
し
て
、
小

笠
原
諸
島
の
特
性
に
応
じ
た
産
業
の
振
興
を
促
進

す
る
た
め
の
計
画
を
作
成
し
、
国
土
交
通
大
臣
の

認
定
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。

（
第
一
一
条
関
係
）

_

通
訳
案
内
士
法
の
特
例
等

産
業
振
興
促
進
計
画
に
つ
い
て
、
国
土
交
通
大

臣
の
認
定
を
受
け
た
と
き
は
、
通
訳
案
内
士
法
の

特
例
等
の
適
用
が
あ
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
七

条
〜
第
二
〇
条
関
係
）

６

配
慮
規
定

産
業
の
振
興
、
就
業
の
促
進
、
介
護
給
付
等
対
象

サ
ー
ビ
ス
等
の
確
保
等
、
妊
婦
の
島
外
へ
の
通
院
等

に
関
す
る
支
援
、
自
然
環
境
の
保
全
及
び
再
生
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
利
用
の
推
進
等
並
び
に
防

災
対
策
の
推
進
に
つ
い
て
の
配
慮
規
定
等
を
追
加
す

る
こ
と
と
し
た
。（
第
二
四
条
及
び
第
二
六
条
〜
第
三

八
条
関
係
）

７

小
笠
原
諸
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法
の
有
効
期
限

を
五
年
間
延
長
す
る
こ
と
と
し
た
。（
附
則
第
二
項
関

係
）

三

こ
の
法
律
は
、
平
成
二
六
年
四
月
一
日
（
一
部
の
規

定
に
つ
い
て
は
、
公
布
の
日
）
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と

し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

`

国
際
物
流
拠
点
産
業
集
積
計
画
等

\

国
際
物
流
拠
点
産
業
集
積
地
域
の
指
定
等
に
係

る
規
定
を
廃
止
し
、
新
た
に
沖
縄
県
知
事
は
、
国

際
物
流
拠
点
産
業
の
集
積
を
図
る
た
め
の
計
画

（
国
際
物
流
拠
点
産
業
集
積
計
画
）
を
定
め
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
と
し
、
国
際
物
流
拠
点
産
業
集

積
計
画
は
、
沖
縄
県
が
国
際
物
流
拠
点
産
業
集
積

地
域
に
お
い
て
実
施
し
よ
う
と
す
る
施
設
の
整
備

そ
の
他
の
措
置
の
内
容
そ
の
他
所
要
の
事
項
に
つ

い
て
定
め
る
こ
と
そ
の
他
所
要
の
規
定
の
整
備
を

行
う
こ
と
と
し
た
。（
第
四
一
条
〜
第
四
三
条
関

係
）

]

国
際
物
流
拠
点
産
業
集
積
計
画
に
定
め
ら
れ
た

国
際
物
流
拠
点
産
業
集
積
地
域
の
区
域
内
に
お
い

て
設
立
さ
れ
、
当
該
区
域
内
に
お
い
て
特
定
国
際

物
流
拠
点
事
業
を
営
む
法
人
は
、
政
令
で
定
め
る

要
件
等
に
該
当
す
る
旨
の
沖
縄
県
知
事
の
認
定
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
そ
の
他
所
要
の
規
定

の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
た
。（
第
四
四
条
及
び
第

四
八
条
〜
第
五
一
条
関
係
）

^

国
際
物
流
拠
点
産
業
集
積
地
域
に
係
る
指
定
保

税
地
域
の
指
定
そ
の
他
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行

う
こ
と
と
し
た
。（
第
四
五
条
〜
第
四
七
条
関
係
）

a

経
済
金
融
活
性
化
特
別
地
区
の
創
設

\

金
融
業
務
特
別
地
区
に
係
る
規
定
を
廃
止
し
、

新
た
に
内
閣
総
理
大
臣
が
、
沖
縄
県
知
事
の
申
請

に
基
づ
き
、沖
縄
振
興
審
議
会
の
意
見
を
聴
い
て
、

産
業
の
集
積
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
沖
縄
に
お

け
る
経
済
金
融
の
活
性
化
を
図
る
た
め
必
要
と
さ

れ
る
政
令
で
定
め
る
要
件
を
備
え
て
い
る
地
区
を

経
済
金
融
活
性
化
特
別
地
区
と
し
て
一
を
限
り
指

定
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
そ
の
他
所
要
の
規
定

の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
た
。（
第
五
五
条
関
係
）

]

沖
縄
県
知
事
は
、
沖
縄
振
興
基
本
方
針
に
即
し

て
、
経
済
金
融
活
性
化
特
別
地
区
に
お
け
る
経
済

金
融
の
活
性
化
を
図
る
た
め
の
計
画
（
経
済
金
融

活
性
化
計
画
）
を
定
め
、
内
閣
総
理
大
臣
の
認
定

を
申
請
す
る
こ
と
そ
の
他
所
要
の
規
定
の
整
備
を

行
う
こ
と
と
し
た
。（
第
五
五
条
の
二
〜
第
五
五
条

の
六
関
係
）

^

経
済
金
融
活
性
化
特
別
地
区
の
区
域
内
に
お
い

て
設
立
さ
れ
、
当
該
区
域
内
に
お
い
て
経
済
金
融

活
性
化
計
画
に
定
め
ら
れ
た
特
定
経
済
金
融
活
性

化
産
業
に
属
す
る
事
業
を
営
む
法
人
は
、
政
令
で

定
め
る
要
件
等
に
該
当
す
る
旨
の
沖
縄
県
知
事
の

認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
そ
の
他
所
要

の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
た
。（
第
五
六

条
〜
第
五
九
条
関
係
）

２

雑
則
等

主
務
大
臣
等
に
つ
い
て
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う

こ
と
と
し
た
。（
第
一
一
四
条
関
係
）

３

施
行
期
日

こ
の
法
律
は
、
平
成
二
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
法

律
第
七
号
）（
内
閣
府
本
府
）

１

産
業
の
振
興
の
た
め
の
特
別
措
置

^

航
空
機
燃
料
税
の
軽
減

沖
縄
島
、
宮
古
島
、
石
垣
島
若
し
く
は
久
米
島
と

沖
縄
以
外
の
本
邦
の
地
域
（
一
定
の
地
域
を
除
く
。）

と
の
間
を
航
行
す
る
航
空
機
又
は
沖
縄
県
の
区
域
内

の
各
地
間
を
航
行
す
る
航
空
機
に
係
る
航
空
機
燃
料

税
を
軽
減
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
二
七
条
関
係
）

_

情
報
通
信
産
業
振
興
計
画
等

\

情
報
通
信
産
業
振
興
地
域
及
び
情
報
通
信
産
業

特
別
地
区
の
指
定
等
に
係
る
規
定
を
廃
止
し
、
新

た
に
沖
縄
県
知
事
は
、
情
報
通
信
産
業
の
振
興
を

図
る
た
め
の
計
画
（
情
報
通
信
産
業
振
興
計
画
）

を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
、
情
報
通
信

産
業
振
興
計
画
は
、
沖
縄
県
が
情
報
通
信
産
業
振

興
地
域
に
お
い
て
実
施
し
よ
う
と
す
る
施
設
の
整

備
そ
の
他
の
措
置
の
内
容
そ
の
他
所
要
の
事
項
に

つ
い
て
定
め
る
こ
と
そ
の
他
所
要
の
規
定
の
整
備

を
行
う
こ
と
と
し
た
。（
第
二
八
条
及
び
第
二
九
条

関
係
）

]

情
報
通
信
産
業
振
興
計
画
に
定
め
ら
れ
た
情
報

通
信
産
業
特
別
地
区
の
区
域
に
お
い
て
設
立
さ

れ
、
当
該
区
域
内
に
お
い
て
特
定
情
報
通
信
事
業

を
営
む
法
人
は
、
政
令
で
定
め
る
要
件
等
に
該
当

す
る
旨
の
沖
縄
県
知
事
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
そ
の
他
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う

こ
と
と
し
た
。（
第
三
〇
条
〜
第
三
四
条
関
係
）

◇
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
（
法
律
第
八
号
）（
総
務
省
）

１

過
疎
地
域
の
要
件
の
追
加

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
の
過
疎
地
域
と
し

て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
（
た
だ
し
、
^

、
_

又

は
`

に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
国
勢
調
査
の
結

果
に
よ
る
市
町
村
人
口
に
係
る
平
成
二
二
年
の
人
口
か

ら
当
該
市
町
村
人
口
に
係
る
昭
和
六
〇
年
の
人
口
を
控

除
し
て
得
た
人
口
を
当
該
市
町
村
人
口
に
係
る
同
年
の

人
口
で
除
し
て
得
た
数
値
が
〇
・
一
未
満
で
あ
る
こ

と
。）、
か
つ
、
財
政
力
指
数
で
平
成
二
二
年
度
か
ら
平

成
二
四
年
度
ま
で
の
各
年
度
に
係
る
も
の
を
合
算
し
た

も
の
の
三
分
の
一
の
数
値
が
〇
・
四
九
以
下
で
あ
る
市

町
村
（
地
方
税
の
収
入
以
外
の
政
令
で
定
め
る
収
入
の

額
が
政
令
で
定
め
る
金
額
を
超
え
る
市
町
村
を
除
く
。）

の
区
域
を
追
加
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
二
条
第
一
項
第

三
号
関
係
）

^

国
勢
調
査
の
結
果
に
よ
る
市
町
村
人
口
に
係
る
昭

和
四
〇
年
の
人
口
か
ら
当
該
市
町
村
人
口
に
係
る
平

成
二
二
年
の
人
口
を
控
除
し
て
得
た
人
口
を
当
該
市

町
村
人
口
に
係
る
昭
和
四
〇
年
の
人
口
で
除
し
て
得

た
数
値
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
四
五
年
間
人
口

減
少
率
」と
い
う
。）が
〇
・
三
三
以
上
で
あ
る
こ
と
。

˜˜
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